
■
㈱
小
泉

　

第
一
仕
入
セ
ン
タ
ー
／
第
二
仕
入
セ
ン
タ
ー

　

第
三
仕
入
セ
ン
タ
ー
／
物
流
セ
ン
タ
ー

　

電
材
推
進
室
／
本
社
特
販
部
／
商
品
開
発
部

　

金
属
事
業
部
／
環
境
事
業
部

　

住
宅
設
備
事
業
部
／
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
部

■
㈱
小
泉
東
北

　

本
社
／
郡
山
営
業
所
／
会
津
営
業
所

　

石
巻
営
業
所
／
仙
台
南
営
業
所

　

福
島
営
業
所

■
㈱
小
泉
中
央

　

本
社
／
城
西
営
業
所
／
練
馬
営
業
所

　

世
田
谷
営
業
所
／
城
南
営
業
所

　

足
立
営
業
所
／
城
北
営
業
所
／
城
東
営
業
所

　

板
橋
営
業
所
／
プ
ロ
ス
綾
瀬

　

広
域
特
販
営
業
所

■
㈱
小
泉
多
摩

　

本
社
／
八
王
子
営
業
所
／
府
中
営
業
所

　

清
瀬
営
業
所
／
青
梅
営
業
所
／
立
川
営
業
所

　

町
田
営
業
所
／
武
蔵
野
営
業
所

　

昭
島
営
業
所
／
多
摩
特
販
営
業
所

■
㈱
小
泉
東
関
東

　

本
社
／
宇
都
宮
営
業
所
／
船
橋
営
業
所

　

千
葉
営
業
所
／
勝
田
営
業
所
／
柏
営
業
所

　

木
更
津
営
業
所
／
那
須
営
業
所
／
成
田
営
業
所

　

流
山
営
業
所
／
高
萩
営
業
所
／
古
河
営
業
所

　

守
谷
営
業
所
／
下
館
営
業
所
／
鹿
沼
営
業
所

　

習
志
野
営
業
所
／
水
戸
営
業
所
／
市
原
営
業
所

　

千
葉
北
営
業
所

■
㈱
小
泉
北
関
東

　

本
社
／
太
田
営
業
所
／
大
宮
営
業
所

　

前
橋
営
業
所
／
狭
山
営
業
所
／
小
川
営
業
所

　

本
庄
営
業
所
／
秩
父
営
業
所
／
坂
戸
営
業
所

　

春
日
部
営
業
所
／
久
喜
営
業
所
／
熊
谷
営
業
所

　

越
谷
営
業
所
／
埼
玉
南
営
業
所
／
北
本
営
業
所

　

高
崎
営
業
所
／
ふ
じ
み
野
営
業
所

■
㈱
小
泉
中
部

　

本
社
／
諏
訪
営
業
所
／
富
士
吉
田
営
業
所

　

佐
久
営
業
所
／
甲
府
西
営
業
所

　

長
野
営
業
所
／
上
田
営
業
所
／
伊
那
営
業
所

　

松
本
営
業
所
／
長
野
北
営
業
所

■
㈱
小
泉
神
奈
川

　

本
社
／
特
販
営
業
所
／
横
浜
西
営
業
所

　

大
船
営
業
所
／
泉
営
業
所
／
川
崎
北
営
業
所

　

川
崎
南
営
業
所
／
港
南
営
業
所

　

横
須
賀
営
業
所
／
旭
営
業
所

■
㈱
小
泉
相
模

　

本
社
／
相
模
特
販
営
業
所
／
相
模
原
営
業
所

　

相
模
台
営
業
所
／
相
模
西
営
業
所

　

平
塚
営
業
所
／
藤
沢
営
業
所

　

茅
ヶ
崎
営
業
所

■
㈱
小
泉
東
海

　

本
社
／
沼
津
営
業
所　

富
士
営
業
所

　

藤
枝
営
業
所
／
清
水
営
業
所

　

御
殿
場
営
業
所
／
富
士
宮
営
業
所

　

浜
松
営
業
所

■
㈱
ジ
ャ
パ
ン
エ
コ
ロ
ジ
ー

■
綜
合
電
材
㈱

　

本
社
／
特
販
営
業
所
／
川
口
営
業
所

■
㈱
住
建

　

本
社
／
上
田
営
業
所

■
プ
ロ
ス
ト
ッ
ク

　

仙
台
南
店
／
仙
台
中
野
店
／
仙
台
北
店

　

太
田
店
／
戸
田
店
／
入
間
店
／
川
越
店

　

さ
い
た
ま
上
尾
店
／
足
立
鹿
浜
店

　

東
大
和
店
／
本
厚
木
店
／
相
模
原
店

　

横
浜
戸
塚
店
／
横
浜
中
山
店
／
藤
沢
店

　

柏
店
／
千
葉
稲
毛
店
／
千
葉
市
川
店

　

N
guyen D

inh C
hinh

店

■
い
ず
み
テ
ク
ノ
ス
㈱

　

本
社
／
横
浜
営
業
所

　

埼
玉
営
業
所
／
千
葉
営
業
所

■
㈱
リ
フ
ォ
ー
ム
プ
ラ
ザ
小
泉

　

本
社
／
荻
窪
店
／
立
川
店
／
埼
玉
店

■
㈱
ク
リ
ン
テ
ッ
ク
小
泉

■
小
泉
商
事
㈱

■
ハ
ナ
カ
ン
ト
リ
ー・イ
ン

■
ユ
ー
イ
ン
グ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

■
小
泉
長
坂
上
海
貿
易
有
限
公
司

■
南
通
小
泉
機
電
有
限
公
司

■
㈱
小
泉
コ
リ
ア

■
小
泉
ベ
ト
ナ
ム
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

小泉グループは、これからも住設機器の多様化に対応する
品揃え、供給・サービス体制をさらに充実させていきます。

KOIZUMI GROUP

官
民
対
話
の
最
新
情
報
を
提
供

国
交
省

内
閣
府
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー

先
進
的
な
取
り
組
み
を
世
界
へ
発
信

国
連
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
呼
応

国
土
交
通
省
と
内
閣
府
は

九
月
三
十
日
、
東
京
・
港
区

の
三
田
共
用
会
議
所
で
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。
官
民
連
携
で
公

共
施
設
の
整
備
・
運
営
な
ど

を
行
う
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

導
入
に
有
効
な
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
（
官
民
対
話
）
の
実
施

手
法
や
留
意
点
、
最
新
動

向
、
先
行
事
例
、
民
間
事
業

者
の
視
点
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
た
。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
官
民

連
携
事
業
の
発
案
・
事
業
化

段
階
に
地
方
公
共
団
体
と
民

間
事
業
者
が
直
接
対
話
す
る

貴
重
な
機
会
と
し
て
急
速
に

広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
事

業
案
件
に
関
す
る
情
報
不
足

な
ど
で
民
間
事
業
者
を
中
心

に
不
満
や
徒
労
感
も
一
部
で

生
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
さ
ら
な
る
進
化

へ
幅
広
い
情
報
提
供
を
繰
り

広
げ
た
。

当
日
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
傍
聴
者
も

含
め
約
四
百
五
十
名
が
参

加
。
呉
祐
一
郎
国
交
省
社
会

資
本
整
備
政
策
課
政
策
企
画

官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
官
民
連
携
で
公
共
事
業
を

進
め
て
い
く
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
が
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
ば
幸
い

だ
」
と
述
べ
、
活
発
な
情
報

交
換
を
促
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
第
一
部
で
は

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

通
じ
た
官
民
対
話
、
官
民
対

話
の
す
す
め
、
形
式
別
・
事

業
段
階
別
の
方
法
と
留
意

点
、
第
二
部
で
は
横
浜
市
に

お
け
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
の
実
施
上
の
ポ
イ
ン
ト
、

長
野
県
須
坂
市
・
臥
竜
公
園

で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
試
み
、
民
間
事

業
者
か
ら
見
た
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
留
意
点
な
ど
を
テ
ー

マ
に
官
民
の
担
当
者
が
具
体

的
な
取
り
組
み
事
例
を
交
え

て
情
報
を
提
供
し
た
。

環
境
省
と
地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
・
武
内
和
彦
理
事
長
）
は
九
月
三
十
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
「
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
の
報
告
〜
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向

け
た
日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
を
開
催
し
た
。
国
連
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
）
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
達
成
へ
の
行
動
強
化
を
確
認
。
気
候
変
動
・
生
物
多
様

性
・
防
災
な
ど
先
進
的
な
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
を
最
大
化
す
る
こ
と
を
世
界
に
発
信
し
た
。

国
連
は
二
〇
二
〇
年
代
を

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の

行
動
の
十
年
」
と
位
置
づ
け

て
各
国
に
取
り
組
み
の
強
化

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
し
か

し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

１９
）

の
世
界
的
な
拡
大
は
各
国
の

生
活
や
経
済
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
し
て
ア
ン
ト
ニ

オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務

総
長
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
説
得

力
を
損
な
う
も
の
で
は
な
く

二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
や
気

候
変
動
に
関
す
る
パ
リ
協
定

が
な
ぜ
必
要
な
の
か
を
正
確

に
示
し
て
い
る
」
と
強
調
。

ま
た
七
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
た
Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
で

も
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
感
染
症
の

世
界
的
大
流
行
）
か
ら
の
復

興
の
中
心
に
置
か
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

発
せ
ら
れ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
に

は
各
種
の
政
策
や
取
り
組
み

の
相
乗
効
果
を
最
大
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
ど
の
よ
う
に
行
動
を
強
化

し
、
よ
り
よ
い
復
興
に
つ
な

げ
て
い
く
か
、
ま
た
日
本
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

べ
き
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
追
求
し
た
。

当
日
は
藤
野
純
一
Ｉ
Ｇ
Ｅ

Ｓ
上
席
研
究
員
の
司
会
で
進

め
ら
れ
た
。
冒
頭
、
笹
川
博

義
環
境
副
大
臣
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
二
〇
三
〇
年
に
向

け
た
十
年
間
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

達
成
す
る
行
動
の
十
年
で
あ

り
、
今
年
は
そ
の
最
初
の
年

と
な
る
。
感
染
拡
大
の
危
機

を
乗
り
越
え
な
が
ら
環
境
と

成
長
の
好
循
環
へ
官
民
の
連

携
を
強
化
し
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
加
速
し
て
い
く
。

目
標
達
成
へ
何
が
で
き
る
か

皆
さ
ま
の
活
発
な
議
論
を
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
一

層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

続
い
て
マ
リ
ア
・
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
カ
・
ス
パ
ト
リ
サ
ー

ノ
国
連
経
済
社
会
局
（
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ａ
）
政
策
調
整
・
機

関
間
連
携
担
当
事
務
次
長
補

と
オ
ヴ
ァ
イ
ス
・
サ
ル
マ
ド

国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
事
務
局

次
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
え
ら
れ
た
。

こ
の
あ
と
高
田
実
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ａ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
「
Ｈ
Ｌ

Ｐ
Ｆ
２
０
２
０
の
結
果
と
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
意
義
」
、
根
本
か
お
る
国

連
広
報
セ
ン
タ
ー
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

所
長
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
危
機

か
ら
の
『
よ
り
良
い
復
興
』

と
気
候
危
機
：
国
連
事
務
総

長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
、

環
境
省
担
当
官
が
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ

１９
か
ら
の
復
興
に
向

け
た
環
境
省
の
取
り
組

み
」
、
リ
ン
・
ワ
グ
ナ
ー
国

際
持
続
可
能
な
開
発
研
究
所

（
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
）
シ
ニ
ア
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
が
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

１９
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の

復
興
の
あ
り
方
と
国
際
メ
デ

ィ
ア
の
役
割
」
に
つ
い
て
報

告
し
、
相
乗
効
果
の
向
上
へ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
繰
り
広
げ
た
。

環境省・IGESがオンラインイベント

笹川副大臣

三田共用会議所でWeb開催

呉政策企画官
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